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セントレア開港以来初の実施！ 

ＵＤ（ユニバーサルデザイン）総点検について 

 

中部国際空港株式会社は、2024 年 2 月にセントレア開港以来初となる『UD（ユニバーサルデザ

イン）総点検』を実施します。本取り組みは、障害をお持ちの方々等が航空旅客や一般来港者と同

様に空港内の動線を実際に利用し、空港のバリアフリーや UD を点検・評価することで、その意見

を今後の空港運営や施設整備に活用することを目的としています。コロナ禍後の復便本格化やア

ジア・アジアパラ競技大会などの開催により、多様なバックグラウンドを持つお客様の利用機会が

増加することを見越し、開港後初めて実施するものです。 
 

2005年 2月に開港した当空港は、開港前から障害当事者・有識者団体（社会福祉法人 AJU自

立の家、以下 AJU）などと共にユニバーサルデザイン研究会を設置し、基本設計・実施設計・施工

の各段階において、本研究会のさまざまな障害がある方や学識者から直接の意見を求め、誰もが

使いやすい空港づくりに取り組んでまいりました。 
 

当空港は 2024 年度（2025 年 2 月）に開港 20 周年を迎えます。開港当時と比較し、外見から分

かりづらい障害を持つ方や性的マイノリティの方への社会理解が進んでいること、バリアフリー法

が整備され施行 17年が経過していること、当空港に新たな施設（フライト・オブ・ドリームズ、第 2タ

ーミナルなど）が増設されていることなど、取り巻く環境は大きく変化してきています。 
 

取り巻く環境の変化に適応し、当空港が今後もより多くのお客様に選ばれる空港となるため、県

下の各当事者団体と連携し UD 総点検を実施し、改めて課題を洗い出し、空港全体で今後の改善

活動などにつなげてまいります。 

 

≪UD総点検について≫ 

■実施スケジュール 

 ・2024年 2月に、空港内の動線（航空旅客・一般来港者）を 3日程に分けて総点検を実施。 

 ※対象施設は第 1 ターミナル、第 2 ターミナル、フライト・オブ・ドリームズを予定。 

 

■検証属性 

 以下の当事者の方が総点検に参加し、空港内の UDを点検します。 
 

肢体障害    ： 手動車いす、電動車いす、ストレッチャー、ステッキ 

視覚障害    ： 全盲、ロービジョン 

聴覚障害    ： ろう、難聴 

知的障害    ： 軽・中等度（※）、そのご家族 

その他の配慮が必要な方 ： 幼児連れ、高齢者 

※ 知的障害・発達障害については、当事者に代わって専門家の方に総点検を行っていただきま

す。 

  



 

■今後の取り組み予定 

 【2023年度中】  

・UD総点検の結果を用いて『UD懇談会』を実施予定。 

⇒『UD 懇談会』では、UD 総点検での点検・評価結果をもとに、当事者／学識者／CX 空港連絡

会（※）で 2024年度以降に取り組むべき課題を選定。 
※CX 空港連絡会：航空会社、警備会社、清掃会社、ホテル、販売、案内、旅行会社、交通機関、官庁等

44の事業者から成る空港全体の CX（顧客体験価値）向上を目的とした組織 


